
Dublin Core － 最近の話題から  

杉本重雄  

図書館情報大学  

SuglmOtO＠ulis．ac．JP  

概要   
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する。その後，ResourceDescriptionFramework（RDF）形式に基づくDublinCoreメタデM夕の記述形  

式に関する現在の推奨方法を紹介し，それに関する検討を示している。  
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1．はじめに  

DublinCoreの利用が多様な分野で進められている。DublinCoreMetadataElementSet（DCMES）の  

開発は，DublinCoreMetadataInitiative（DCMI）［1】として，OCLCのStuartWeibelを中心に，多くの  

草の根参加者によって進められてきたものである。基本15エレメントの定義を与えるSimpleDublinCore  

に関しては1997年秋に実質的に確定し，その後，quali鮎r（限定子）の議論やいろいろな分野での利用に  

関する議論が進められてきた。2000年7月には最初の推奨限定子セットをアナウンスした。また，エレメ  

ントや限定子の拡張に関するプロセスを確立させてきている。その間，2000年にヨーロッパのCEN／ISSS  

での標準化（CWA13874）に続き，2001年10月にANSIでの承認（Z39．85）がなされた。   

2000年にカナダ国立図書館（オタワ）で開催された第8回ワークショップ（DC－8）以降，それまでOCLC  
の大きな補助とボランティアである草の根参加者によって実質運営されてきたDCMIの再構成に関する議  

論が行われてきた。その意味では，現在DublinCoreは開発のフェーズから，維持管理と継続的な開発の  

フェーズへと移りつつあるといえる。一方，第9回ワークショップとして計画された国立情報学研究所（東  

京）での会議は，Dublin Coreワークショップの歴史の中では初めて研究や開発に関する論文発表を含む  

国際会議InternationalConfbrenceonDublinCoreandMetadataApplications2001（DCq2001）として  

2001年10月22日から26日に開催されることになった。   

以下，本稿では，筆者の2000年9月の報告［2】以降の話題について簡単に述べる。本稿で述べる話題を  

理解するのに必要な限定子やDumb－down原則などについては、昨年の報告等を参照していただきたい。  

2．最近の話題から   

2．1DCMIの組織再構成  

現在のDCMIは全体の運営を行うDCMIDirectorateにExecutiveDirectorとManagingDirectorをお  

き，運営に関してDirecもorateへの助言，フィードバックを行うExecutiveCommittee，ワーキンググルー  

プのリーダー他からなるAdvisoryCommittee，特定分野に関して試論するワーキンググループ，エレメン  

トや限定子に関して議論するUsageBoardからできている。これらは毎年行われてきているワークショッ  

プで設立，継続あるいは廃止を決めている。   

DublinCoreの開発の進展とともに，様々な応用分野への適用が進み，多様な分野の要求に基づくエレ  

メントや限定子に対する要求が出てきている。一方，メタデータの表現と解釈の基礎を与えるデータモデ  

ルの定義やDCMESの維持管理のためのレジストリ開発等も求められている。このように，DCMIに対し  

ていろいろな活動を進める要求が寄せられる一方，OCLC以外には大きなスポンサーはないこと，また，  

DCMIは基本的にボランティアによる組織であることなどのため，DCMESの維持管理や継続的な開発を  

進める上での限界が見えてきていた。そのため，DC－8以降DCMIを再構成することが議論されてきてい  

る。現時点では会員組織（membershiporganization）化することや，地域毎に組織をつくり，地域での要  
求に応じた新しいエレメントや限定子の開発，言語（たとえば日本語）での標準のメンテナンスなどを行  

うことが検討されている。  

2．2ワーキンググループ   

現在あるワーキンググループとその目的を表1にまとめて示す。以下にワーキンググループの活動成果の  

いくつかをごく簡単に紹介する。  

Educationワーキンググループからは，2000年10月に出されたworkingdraftで  
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（1）資料の利用者を表すdc－ed：audienceエレメントとその限定子  

（2）教育やトレーニングに関する標準を表すdc－ed：Standardエレメントとその限定子  

（3）relationエレメントの詳細化限定子として，教育に関する標準との関連を表すためのdc－ed：COnibrms  

限定子  

（4）IEEELOMのnamespace内に定義されるデータエレメントの承認  

が提案されている。  

Libraryグループからはタイトルを必須とすること，資源の作成に関わった者に関する記述を条件付きで必  

須とすること，資料の利用者や所蔵者に関するエレメントなどを定義したapplicationproAleが提案され  

ている。  

ArchiもectureグループからはSimple Dublin CoreとQuali鮎d DublinCoreのRDFによる記述方法が  

ProposedRecommendationとして出されている。レジストリワーキンググループではレジストリに関す  

る議論とレジストリの試作を進めてきている。これについては後節で述べる。  

義1D（コMIのワーキンググループ由000・2001）  
グループ名   設置日的   

A血ninistr乱七ivBMet乱血t乱  A血ninistr乱tiveM鏡a血七乱に関するエレメントセットの楊案   

軸ents   Cre如or，Contriもutor，Plユもhsherに関わる，いわゆるagentに関する表  
規切ための方法とエレメントせヴIに閲して提案する。   

Arcbitecture   D11blin〔コoreを実際的な環境で利用していくためのデータモデルや方法  
等を提案する。   

Cit乱七ion   雑誌や雑誌記事などに関する書暗引府情胡廟DuもじnCoreに適合した義  
規方法を提案する。   

Collec七ionDescription   コレクションのためのDublin Coreに基づく表現方法（applic如ion  

pro且1e）を提案する。   

E血ca上iαn   教育情報資源のためのエレメントを提案する。   

Government   政府・行政に関する情報資源切削用を適めるためのメタデータに関して  
議論し，政府・行政情報資源のためのエレメンlを提案する。   

Liもra∫ies   四書官官でのDuも1inCロre切相席置適めること，またそのためのコミュニ  
ティ作りなどを行う。   

Registry   DCMIの滑如を支えるため切メタデータレジストリの開発を謹める。   
Standar血   DulコIinCoreの標準化に関して議論するとともに，国事あるいは国際標  

準化機関でのDl11〕1inCoreの標準化に寄与する。   

TooIs   Dublin亡】oreに関連する様々なツール作りを邁めるための藩政を行う。   

TユFpe   Typeエレメントに関する議論を行い，RFCヨ41ヨの修正とTypeエレメン  
l切限定子に関する議論を謹める。   

UserGuide   DublinCoreのUserG11ide句作成を速める。   

3．ResourceDescriptionFramework（RDF）による記述  

ArchitectureワーキンググループからはSimpleDC（DCS）とQuali鮎dDC（DCQ）のRDFによる記  

述形式を定義した文書がProposedRecommendationとして，それぞれ本年9月と8月に出されている  

［3］［4】。以下にそこから記述例をいくつか紹介したい。なお，ここで参照している文書はrecommendation  

（推奨，勧告）と認められたものではなく，その前段階であるのでこれからの変更も有得る。  

3．1SimpleDCの場合   

例： DCMIのホームページのメタデけ夕  
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＜？mlversion＝‖1．0‖？＞  

＜！DOCTYPE rdゴ：RDF PUBLIC‖－／／DUBLI∬CORE／／DCHES DTD 20010920／／EⅣ‖  

‖http：／／d．ublincore．org／docunen七S／2001／09／2O／dcmes－Ⅹml／dcmes－Ⅹml－dtd・d七d‖＞  

＜rdf：mF xmlns：rdf＝‖批七p：／／甘WW．W3．org／1999／02／22－rdトSyntaX－nS＃”  

Ⅹmlns：dc＝‖bt七p：／／‡氾rl．org／dc／elemen七S／1・1／‖＞  

くrdf：Descrip七i叫rdゴ：abo雨＝‖批tp：／／dnbl土ncore・Org／‖＞   

＜d．c：title＞Dublin Core Me七ada七aInitia七ive－Ⅱome Page＜／dc：七itle＞   

＜d・C：description＞The Dublin Core MetadataInitiative Web si七e・  

く／dc：description＞  

くdc：da七e＞1998－10－10く／dc：date＞  

＜d．c：format＞t8Ⅹt／h七mlく／dc：ゴormat＞   

＜dc：1ang11age＞8nく／dc：1angnage＞  

＜d．c：COntribu七Or＞The Dllblin Core MetadataInitia七ive＜／dc：COntributor＞   

＜ト一郎eSSeSゴor tIle七ranslation of七be above七itles…＞   

＜dc‥ti七Ie xml：1ang＝’lfr‖＞L，Ini七iative de metadonnees du Dublin  

Coreく／dc：ti七1e＞   

＜dc：七itle xml：1ang＝‖de‖＞der Dublin－Core Me七ad・ata－Diskussionen  

＜／dc：七i七1e＞   

く／rd王：Descript土on＞  

く／rdf：RDF＞   

DCSの場合，rdf：Descriptionタグで記述対象の資源を指示するとともに，エレメントを囲んでいる。各エ  

レメントを表すタグはDublinCoreのエレメント名の前にnamespace名としで，dc”が付いたタグになっ  

ている。また，この例の下の方にはフランス語とドイツ語によるタイトルエレメントの記述がある。ここ  

では記述言語をあらわすためにrdf：1ang属性を用いている。   

3．2QualifiedDCの記述   

DCQはエレメント詳細化（elementrefinement）とコード化スキーム（encodingscheme）の2種類の限  

定子をどう表すかの定義をきちんとしなければならない。これらの限定子の意味をRDFのモデル上で定  

義することが求められるため，ProposedRecommendation文書もデータモデルの説明にかなりの場所を  

費やしている。  

例1： 詳細化（elementre爺nement）  

内容記述（description）エレメントの詳細化限定子であるabstractを用いた例である。RDFSchemaに  

よってabstractがdescriptionのsub－prOPertyとして定義される。（この例ではRDFSchema記述が含ま  

れている。）abstractがdescriptionの限定子であることは一意に定まることもあり，dc：descriptionはこの  

例には現れず，直接dcq：abstractで表している。   

く？Ⅹmlversion＝‖1．0‖？＞  

＜rdf：RDF xmlns：rdf＝．1http：／／耶甘・W3．org／1999／02／22－rdトsyntax－nS＃．一  

Ⅹmlns‥rdfs＝‖ht七p：／／甘W甘・甘3・Org／2000／01／rdゴーSCbema＃‖  

Ⅹmlns：dc＝‖http：／／pnrl．org／dc／elements／1・1／‖  

Ⅹmln層：dcq＝‖ht七P‥／／purl．org／dc／terns／‖＞   

くrdゴ：Descript土on＞  
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くdcq：abstract＞The paper resolves theissues o董地色da七a model  

draft． く／dcq：abs七ract＞   

＜／rdf：Description＞   

くrdf：D郎Crip七土on abont＝－t批七p：／／‡氾rl・0エ・g／dc／terms／abs七rac七‖＞  

くrdゴs：SⅦbPropertyOゴ  

rdf：reSOurC¢＝‖肌tp‥／／p11rl・Org／dc／¢1emen七s／1・1／description■ソ＞   

＜／rdf：Descriptiom＞  

く／rdf：RDF＞   

例2‥ コード化スキ～ム（encodingscheme）  

SubjectエレメントにMESHの値を入れている例である。dcq：MESHタグをdc：Subjecもの中に入れ，その  

中にrdf：Valueとrdf：1abelの二つのタグを入れている。rdf：Valueは主たる値を表すために用いられるもの  

で，rdf：1abelは主たる値に付随する名前や説明を書くために用いられている。  

く？Ⅹml versionニI11．0＝？＞  

くrdf：RDF xmlns‥rdま＝，lhttp：／／耶柑・W3・Org／1999／02／22－rdま－Syn七ax－nS附－  

Ⅹmlns：rdfs＝‖http：／／w耶．W3・Org／2000／01／rdトscIl珊a＃‖  

Ⅹmlns：dc＝‖h七tp：／／purl・Org／dc／elements／1・1／‖  

Ⅹmlns：dcq＝■甑ttp：／／pnrl・Org／dc／terms／‖＞  

＜rdf：Descrip七ion＞   

＜dc：S止bjec七＞  

くdcq：粁ESE＞  

＜rd董：Value＞DO∈∋．占86．682．075．400く／rdゴ：Valne＞  

くrdfs：label＞Fomate DehydrogerLaSe＜／rdfs：1abel＞   

く／dcq：HESX＞  

＜／dc：＄nbject＞  

＜／rdf：Descrip七ion＞  

く／rdf：mF＞  

例3： 言語属性  

DCSではメタデータの記述に用いられる言語をタグ内にrdf：1ang属性を用いて記述している。一九DCQ  

に対するRDF記述の文書では，記述言語をタグとして表す方法を提案している。下の二つの記述のうち，  

上はⅩml：1ang属性を用いたもの，下はⅩmユ‥1angをタグとして用いたものであり，この提案では後者を勧  

めている。  

・Ⅹml：1ang属性   

く？Ⅹml version＝l11．0‖7＞  

＜rdf：RDF xmlns＝‖b七tp：／／v耶・甘3・Org／1999／02／22－rdトsynta文一nS＃‖  

Ⅹmlns：dc＝I一九ttp：／／pnrl．org／dc／elemdnts／1．1／雷－＞   

＜rdf：Descrip七ion＞  

＜dc：CreatOr＞Ⅹarl凱ほtermamく／dc：CreatOr＞  

くdc：tit18＞Algel）raく／dc：七itl¢＞  

くdc：紬bject xml：1ang＝■1en‖＞ma地ematicさ＜／dc：SⅥbject＞   

くdc：Sdbject xml：1ang＝‖de“州a七加matikく／dc：Snbjec七＞  
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く／rdf：Descェ・iption＞  

く／rdゴ：mF＞   

・Ⅹml：1angタグ   

く？Ⅹml version＝‖1．Oll？＞  

くrdf：∽F xmlns：rdゴ＝■t帥七p：／／耶Ⅳ．W3・Org／1999／02／22－rdゴーSyntaX－nS＃‖  

Ⅹmlns：dc＝‖批tp：／／pnrl・Org／dc／elements／1．1／，－  

Ⅹmlns：rdゴs＝‖bセセp：／／耶W・W3．org／2000／01／rdトs血ema＃‖  

Xnlns：dcq＝‖ht七P：／／purl・Org／dc／七ernS／‖＞   

くrd董：Descr土ption＞  

くdc：Cr¢atOr＞Ⅹarl軋ほtermann＜／dc：CreatOr＞  

＜dc：titl¢＞Algebraく／dc：title＞  

＜dc：Subject rdf：PeLrSeType＝‖Reso11rCe‖＞  

＜rdf：Value＞mathematicsく／rdf：Value＞  

くdc：1angnage＞  

くdcq：RFC1766＞  

くrdf：Value＞EⅣ＜／rdf：Value＞  

くrdfs：1abel＞EnglisIl＜／rdゴs：1abel＞  

くrdゴs：土sDeゴinedBy  

rdf：reSOurCe＝‖b七tp：／／耶W・ieセゴ．org／rfc／rゴc1766．七Ⅹt‖／＞  

く／dcq：RFC1766＞  

＜／dc：1angnage＞  

く／dc：SⅦbject＞  

＜dc：Subject rdf：ParSeType＝．1Resource‖＞  

＜rdf：Vallle＞mathematikく／rdゴ：Val11e＞  

くdc：1angnage＞  

くdcq：RFC1766＞  

くrdf：Valne＞DE＜／rdゴ：Valne＞  

くrdfs：1abel＞Germanく／rdゴs：1abel＞  

くrdfs：isDefinedBy  

rdf‥reSOⅦrCe＝‖批tp：／／wwv・ietゴ・Org／rfc／rfc1766．txt‖／＞  

く／dcq：RFC1766＞  

く／dc：1an卯age＞  

＜／dc：Subject＞   

く／rdゴ：Descr土ption＞  

く／rdf：mF＞  

Dumb－downに関しての検討：  

DCQの記述はDumb－down原則に基づき限定子を取り除くことができなければならない。上の記述の場  

合，ごく単純には，詳細化限定子の場合，その限定子が定義されたエレメントに置き換えればよい。また，  

コード化スキーム限定子の場合はrdf：Vaueで示された値を取り出し，その限定子が定義されたエレメント  

の億とするという方法でDumb－downを行うことができる。  
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3．3検討   

上の記述形式に関して筆者の観点から検討を加えてみたい。SimpleDCに関するRDF記述形式は単純で  

あり，これまでのHTMLのMetaタグを使った例と基本的に同じである。一方，QualiAedDCは限定子と  

いう新たな概念が入ってきているため，複雑になっている。ここではQuali鮎dDCのRDF記述に関して  

簡単に検討してみたい。  

（1）詳細化限定子（elementreGnementqualiAer）について   

現在までに承認されている詳細化限定子は，それが属するエレメントが一意に定まるという関係で与え  

られている。（コード化スキーム限定子の場合は異なるエレメントに対して同じ限定子が対応する場合があ  

る。付録参照。）筆者には，ある詳細化限定子に対するエレメントが一意に決まらなければならないという  

関係はかなり制約としては厳しく感じられる。今後，もしこの関係が崩れた場合には対応できないことに  

なる。  

（2）コード化スキーム限定子について   

従来のSGMI．の記述方法に基づくと，コード化スキーム限定子のように値の属性を定義するものはタグそ  

のものではなく，タグの属性として定義するのが好ましいと思われる。しかしながら，RDFは，Resource，  

Property，Valueの3つ組みでの表現を原則とするため，属性による表現が行いづらい。そのため，ここ  

ではコード化スキーム限定子をタグとして記述するとともに，主たる値を表すためのrdr：Valueとrdr：1abel  

を用いて主たる値とそれに付随する情報の表現を行っている。また，構造を持つ値に関しては，推奨方式  

（DCSV）［5］を利用して文字列として表している。   

RDFの制約上仕方ない点はあると思うが，構造が複雑になること，詳細化とコード化スキームの別を  

構文から知ることができないことなどの問題があるように思う。また，同様にメタデータの記述言語を属  

性からはずしてタグとして記述していることも構造を複雑にしていると感じられる。RDFの記述は複雑に  

なることからも，適切なソフトウェアツールの整備が必要であることが良く理解できる。  

4．Dublin Coreレジストリ  

DCMIではDublinCoreのエレメントの定義をネットワーク上で登録，提供するレジストリサ岬ビス  

が重要であると認め，レジストリワーキンググループを作ってソフトウェアの開発を進めてきている。筆  

者等も基本15エレメントの参照記述とその翻訳をRDFSchema記述し，蓄積した多言語メタデータレジ  

ストリを開発してきた［6］。DCMIではEricMillerを中心としてEORと呼ぶレジストリのためのソフト  

ウェアツールの開発を進めた。メタデ…夕規則を収集し提供することを目的としてヨ｝ロツパで進められ  

たScehmasプロジェクト【7］ではEORを用いてレジストt」を開発してきている。現私DCMIでは新た  

にレジストリの開発を進めている。   

今後，レジストリはメタデータ規則（エレメント，限定子，apPlicationpro別eの定義や参照記述）の登  

録，蓄積，提供のために用いられ メタデータ規則の維持管理と継続的な開発や，メタデータを利用する  

コミュニティ間でのメタデータの相互利用等のために重要な役割を持つと期待されている。  

5．おわりに   

DublinCoreは現在既に様々な分野での利用がひろがってきている。今後もこうした利用は広がりつづけ  

ると期待される。一方，WWWコンソーシアムによるSemanticWebactivityのように，より内容的な理  

解を計算機に行わせることを目的とした研究開発が盛んに行われている。こうした動きによってト語褒の  

定義などより意味的内容を形式的に定義することに関心がもたれている。DublinCoreの場合，応用側で  
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は，こうした形式的取り組みとはあまり直接的なつながりは出てこないかもしれないが，アーキテクチャ  

やレジストリなど基本的なデータモデルを扱う分野にはごく近い取り組みであると思われる。  
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付録 基本15エレメントおよび限定子（qualはer）一覧  

DublinCロreの基本15エレメント  
要素名   idemt止er   定義および説明   

タイトル   Title   情報資源に与えちれた名前。   

作成者   Cre8tOr   情報資源の内容の作成に主たる責任を持つ実体。   
主題およぴキー  情報資源巧内容のトビッケ。   
ワード   
内容記述   Desc面ti8n  情報資源の内容の記述。   

公開者く出版者）  P11も1誌her   情相資源を即席可能にするヱとに斉軋′て責任を持つ実体。   
寄与曹   Cont河川tOr  情報資源の内容への寄与に対して責任を持っ実体。   

日付   D8te   情報資源qライフサイ加レにおける中絶かの事象に対して盟漣付け  
ちれた日付。   

資源タイプ   Type   情絹：資源の内容の性質もしくはジャンル。   
形式   Form8t   物理的表現形式ないしデイジ身ル形式での表現形式。   
資源識別子   Identi五er   与えちれた環境において一意に定まる情弼資源に対する春鰐。   
情報源（出処）  So11TCe   規在の■値鞘資源が作り出ざれる源になった情弼資源への春騒。   

言語   L8れgじ8ge   当該情調資源の内容の言語。   

関係   熱血tiロn  閲漣情羽賀源への春張。   
対象範囲（空間  情稲資源の内容が表す範囲あるいは領域。   
的・時間的）   

梅村管理   Right∫   情報資源に含まれる，ないしは関わる梅村に関する情報。   

DCMIqu山ifierの一覧   

D（コMESEl（∋ment   E18mentR丘銘nemen七島〉   Elemen七Enco血ng鮎heme毎）   

Title   Altern孔tivβ  

Cre乱tOr  

SulりeCt  LCSH  
M8日H  

DDC  
LCC  

■   

D8SChption   T乱bleOfC8ntent5  
Abぎtra仁t  

Publi8ber  
Contributor  
Date   Cre孔ted   DC！MIPeriod  

V山id  Ⅵ73CDTF   

A血1able  
Issued  
Mo血鼠ed  

Type  DCM王TypeⅥ雌止ulary   

Fm・mat   Extent  
Me血um   IMT   

Id丘nh且er  URI   

Sourc8  URI   

Langu乱Fe  ISO639・2  

RFC1766   

見e12止ion   Is Version M URI   
H孔SVer由on  

IsReplaced馳  
昆epla亡e5  

lsRe耶jredBy  

Requires  
Is Part Of 
HgS Part 
IsRe鈷代nCed恥  

Re鈷rencβ5  

IsFom乱ヒOf  

Ha5Format  

Covモrag8   Sp出id   DCMIPDint  
ISO 3166 
DCMI Box 
TGN  

Tempord   DCMIPさdod  

潤C・DTF   

Rigkts  
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